
用 途： 現 在 位 置 確 認

現在位置：思考の停滞

� 発信したい意欲はある

� 投稿が継続できず、困難を感じる

� 下書きだけが増え続けている

� 言葉が整理されず、モヤモヤする

� 自己理解が不足している感覚

発信停止という、今の状態を認める



用 途： 停 滞 の 正 体

あなたの「才能」の問題ではない

思考が「外」に出ていないだけ

- 文章力の問題でもない

- 思考の未言語化による停滞

- 内面の未整理なモヤモヤ

- 言葉として外化されていない

- 自分の思考が未確認な状態



用 途： 誤 解 の 前 提

その「常識」が、思考を止めている

× 考えているつもり（実は空回り）

× 言葉は不要だという思い込み

× 書く＝整えなければならない

× 投稿＝発信だけが目的

× 反応に依存し、成果を急ぎすぎる

思考整理を不要と考えることが、最大の誤解。



用 途： 書 く 本 質

「書く」ことで自分を可視化する

思考の言語化。

感情の可視化。

- 日常の違和感を発見する

- 自分への問いを抽出する

- 内面理解を深めるための作業

- 気づきを生成し、言葉を蓄積する



用 途： 変 化 の 認 識

パラダイムシフト：混在から整理へ

思考の混在 → 思考の整理
言葉の不足 → 言葉の蓄積
発信への恐怖 → 発信の習慣
漠然とした不安 → 自信の形成

「出す」ことで、変化が始まる



用 途： 最 小 行 動

今日からできる最小のステップ

1. まず投稿画面を開く

2. 今日の小さな違和感を書く

3. 短文でいい、そのまま記述する

4. 今の感情を言葉にする

5. 最後に一言の結論を添える

6. そのまま公開し、記録を残す



用 途： 資 料 の 役 割

この設計図の使い方

X 思考を整理するためのカード

X 発信を再起動させるための装置

X 「書く意味」を再確認する指針

X 完璧主義による恐怖の軽減

X 言葉を蓄積する意識の変革



用 途： 次 の 選 択

あなたの次の選択

短文の発信から、開始する。

思考を言語化し、投稿を積み上げる。

自分との信頼を形成し、資産に変える。

発信を習慣化し、自分を育てる。


